
































































































































































物語』の成立時期を平安後期（11 世紀末）〜平安末期（12 世紀末）の約 100 年の間で
はないかと推定している。詳しくは、拙稿「『篁物語』成立年代再考－「角筆」を手が
かりとして－（『篁物語』の総合的研究（1））」（『国士舘人文学』第 7 号［通巻 49 号］、
2017 年 3 月）、「『篁物語』成立年代再考（2）―「掻練」を手がかりとして― （『篁物語』
の総合的研究（2））」（同・第 8 号［通巻 50 号］2018 年 3 月）を参照。
2．中村一夫「『篁物語』伝本考―補遺―（『篁物語』の総合的研究（2））」 （『篁物語』の総













　　　　（『今昔物語集』巻第 11・本朝・伝教大師始建比叡山語第二十六　① 121 頁）
6．石原昭平・根本敬三・津本信博『篁物語新講』（武蔵野書院、1977 年）
7．角田文衛・古代学協会 ・古代学研究所『平安時代史事典』（角川書店、1994 年）
8．『叡岳要記』（『羣書類従』第 24 輯［釈家部 巻第 439 頁］所収）引用にあたり、他の漢
籍の引用箇処と表記を統一したところがある。
9．用例は、文永元年 3 月 29 日に起きた比叡山延暦寺の火災にさいして、それまでの延
暦寺火災の歴史を列挙した記述の中で、康保 3 年の火災について言及したものである。
用例中の「今日」は康保 3 年 10 月 28 日のことである。
10. 「東花」とは、比叡山東塔の法華三昧堂のことである。
11. 『御堂関白記』の自筆本・写本などの重複は除く。
